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新潟⼤学⼤学院保健学研究科看護学分野の柿原奈保⼦准教授らの研究グループは、がんの放

射線治療で副次的に⽣じる照射性⽪膚障害を低減するため看護ケア⽅法を開発しています。こ
れまでは乾燥肌に対する対処療法が⼀般的とされており、放射線照射によるダメージの低減に
対するケアは確⽴されていませんでした。本研究では、ヒトケラチノサイト（注 1）を⽤いて
照射によるダメージ軽減効果について検討しました。その結果、通常の⽩繭由来セリシン（注
2）では緩和効果は⾒られませんでしたが、フラボノイドを豊富に含む緑繭由来セリシンは X 線
照射による細胞障害を軽減しました。さらに、緑繭由来のセリシンは、活性酸素種（注 3）と
脂質過酸化（注４）のレベルを減少させることが明らかになりました。 

本研究成果は、2024 年 2 ⽉ 6 ⽇、科学雑誌「Scientific Reports」に掲載されました。 
 

 
Ⅰ．研究の背景 

がんの放射線治療では、副次的に⽪膚への照射性⽪膚障害が⽣じ、これが重症化すると放射
線治療を中断したりせざるを得ないこともあります。これまでは照射性⽪膚炎も⽕傷のように
乾燥肌になることから保湿剤による対処療法が⼀般的となっています。 
 
Ⅱ．研究の概要 

ヒトケラチノサイトを⽤いて照射によるダメージ軽減効果について乳酸脱⽔素酵素（注 5）
活性を指標にして検討しました。照射後の細胞における活性酸素種と脂質過酸化のレベルも測
定しました。 

緑繭由来のセリシンが X 線照射による 
細胞へのダメージを軽減することを発⾒ 

−がん患者のケアに新たな道を開く可能性− 

【本研究成果のポイント】 
 フラボノイドを豊富に含む緑繭セリシンはヒトケラチノサイトにおいて X 線照射による

細胞障害を軽減しました。 
 緑繭由来セリシンが X 線照射による細胞へのダメージを緩和する効果があることを⽰唆

しており、放射線治療による⽪膚ダメージを軽減し、がん患者さんのケアに新たな道を
開く可能性を⽰しています。 



 
Ⅲ．研究の成果 

本研究結果は、緑繭由来セリシンが X 線照射による細胞へのダメージを緩和する効果がある
ことを⽰唆しており（図 1）、放射線治療による⽪膚ダメージを軽減し、がん患者のケアに新
たな道を開く可能性を⽰しています。 

図 1. X 線照射による細胞傷害に対する各種フラボノイドおよび抗酸化物質の細胞保護効果。 
細胞を 72 時間培養した後、5Gy を照射した。その後、無添加群（Cont）、0.02％緑繭セリシン群（GS）、
ケルセチン群、ルテオリン群、エピガロカテキンガレート（EGCG）群、アスタキサンチン群、レスベラ
トロール群として、さらに 72 時間培養した後、培地中の LDH を測定した。緑繭セリシン群にのみ細胞
保護効果が確認できた。 
 
Ⅳ．今後の展開 

独⾃の緑繭セリシンシートを開発しており、これを⽤いたケアをすることで照射性⽪膚障害
の軽減になり、患者さんが放射線治療を前向きに受けられることが期待されます。 
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【⽤語解説】 
（注 1）ヒトケラチノサイト；⼈の⾓化細胞。 
（注 2）セリシン；絹の⽣⽷に含まれる蛋⽩質であり、そのアミノ酸組成は⼈の肌の⾓質層中
にある天然保湿成分（NMF）に似ている。 
（注 3）活性酸素種；スーパーオキシドやヒドロキシラジカルのような反応性の⾼い酸素由来
の分⼦の総称。 
（注 4）脂質過酸化；細胞膜などを構成するリン脂質などが酸化した状態。 
（注 5）乳酸脱⽔素酵素；細胞内に存在する酵素であり細胞が障害を受けると細胞外に放出さ
れる逸脱酵素として知られている。 
 
 
 


